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外来語サ変動詞の自他の計量的分析
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要旨

外来語の研究において、音韻論的な研究は盛んであるのに対し、文法的・形態

的な研究は少なく、外来語の文法的な振る舞いに関する研究が必要であると感じ

られる。そこで、本稿では、外来語サ変動認の自他の使用状況に関する計量的な

分析を行い、似た構造を持っている漢語サ変動詞と和語複合サ変動詞に比べ、外

来語サ変動詞には他動詞が多いことを指摘する。

O.はじめに

外来語の研究において、音韻論的な研究は盛んであるのに対し、文法的・形態的な

研究はまれである。形態的な面において、Lov吋ay(1996)、石綿ο001)、Daulton(2008)、

ltwin (2011)などの総合的な研究では、外来語の品認性について触れてし 1る。具体的に

は、本研究が対象とする外来語サ変動認に関して、次のように述べている。英語由来

の動詞が日本語に借用される際は名詞として借用される。その後、日本語化の過程で

r，，-，するj を付加したことにより、動詞としてイ吏われるようになる。そして、影山

(1993)、里子中ο001、2008、2009)、などの品調性に関する研究にとどまり、これより詳

細な研究はなされていない。例えば、外来語には専門用語が多く、日本語話者にとっ

て文法的振る舞いの分からない語が多いのにもかかわらず、それに関する研究、特に、

外来語サ変動詞の自他性、ヴォイスなどに関する振る舞いについての研究が不足して

いる。そこで本稿では、外来語サ変動詞の自他性に関する振る舞いについて検討する。

1.本論文の意義と自的
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外来語サ変動詞の自他の計量的分析(ピタン・マダリナ)

外来語サ変動認の場合は、 f~する j としづ一つの形態で、使用されるため、形だけ

では自他の区別が不可能であり、混乱が生じやすいと思われる。特に、母語話者では

なく、日本語を母語としない日本語学習者が混乱しやすいと思われる。そこで、本稿

では外来語サ変動詞の自他状況に関する計量的研究計を行い、似た構造を持っている

漢語サ変動詞と和語複合サ変動詞に比べ、外来語サ変動詞には他動詞が多いことを指

摘する。

2.外来語サ変動詞の自他の計量的分析

2.1漢語サ変動詞の自他状況

2.1.1 調査方法

外来語と違い、漢語は定着しているため、辞典調査を行う。 w岩波国語辞典Jから、

二字、三字、四字漢語サ変動詞の自他状況に関する情報を抽出した。一宇漢語サ変動

認は本物の動名詞(fVN十するJ)なのかどうかという判断しがたいため、調査対

象外とした。一字漢語サ変動詞の構造に関して、参考として、以下の張志側(2014)の

一字漢語サ変動詞の語葉化に関する議論を紹介する。

「一宇漢語動詞は「漢語するj の形で語葉化しているのに対し、二字漢語動詞は

f漢語十するj の構造を持つj と述べている。語養化の根拠としては、次の三点をあ

げている。

1. 一字漢語動認では連濁が起きることがある(例:信ずる)

2. 一字漢語動詞はサ行変格活用ではなく、サ行語段活用になることがある

(伊IJ:愛さなし¥)

3. 二字漢語動詞では、漢語と「するJの簡に「なんかJなどの助詞を挿入する

ことができるが、一宇漢語動詞ではで、きない(散歩なんかしている、*制な

んかしたら) 0 (張忘問IJ2014:10-11) 

2.1.2 調査結果

以下、二字、三字、四字漢語サ変動詞を合わせた漢語サ変動詞の自他状況をまとめ

た結果である。(表 1)
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表 1 二~四漢語サ変動認の自他状況

自他 語数 % 
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表 lを見ると、漢詩サ変動詞では、他動詞と自動詞はそれぞれ 46%と45.7%を占め、

ほぼ同じ比率を占める(約 46%)。それに加えて、自他両用の漢語サ変動詞は、比

率が低く、およそ 8%しか占めない。

次に、三字漢語動認と四字漢語動詞の諾構成を詳しく見ると、三字漢語動詞の多く

は二字漢語動認の前か後に接辞が付いた構造であり、田字漢語動詞は三字漢語動詞の

前か後に接辞が付し、た構造、もしくは二字漢語と二字漢語動認を組み合わせた構造が

多い。三字以上の漢語動詞は二字漢語動詞を構成の基本とする。そこで、三字以上の

漢語動詞を削除し、あらためて、二字漢語サ変動詞のみの自他状況をまとめた。(表 2)

表2 二字漢詩自他状況

自他 語数 % 

イ也 3202 46.2 

自 3144 45.4 

自他 582 8.4 
語言十 6928 100 

表 lと表 2を見ると、それぞれの間では、あまり違いがないことが分かる。どちら

の表においても、他動詞、自動認は向じような比率を占めており(約 45%)、自他

両用の漢語サ変動詞はおよそ 8%にすぎないことが分かる。

次に、外来語サ変動認では、コーパス調査を行ったため、ここで、参考として、張

ο014)のコーパス調査を紹介する。張(2014:28)は「読売新聞J2000年度におけるこ字

漢語言語詞の自他の使用状況を調査した。結果は以下の通りである。(表 3)

表3 二字漢語動詞の自他状況(張:2014 p.28) 

自他 l 語数 I % 

他
一
計

他
一
白
一
白
一
語

2284 
1830 
269 
4383 

52.1 
41.1 

6.1 

∞
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張。014)によれば、他動詞は最も多く、 50%ぐらいを占め、自動詞は 40%ぐらいを

占める。自他商用動認は最も少なく、 6%ぐらいにすぎない。(張:2014:28) 

本稿で、行った辞典調査と張ο014)が行ったコーパス調査を比較すると、差はあまり

見られない。両調査の結果においても、自動詞ーイ也動認の比率は近く、自他両用動詞

の比率は極端に低いことが分かつた。

2. 2和語複合サ変動詞の自他状況

2. 2. 1 調査方法

漢詩サ変動詞の場合と同様に、外来語と違い、和語複合サ変動詞もある程度定着し

ているため、辞典調査を行うことにした。~岩波国語辞典第 7版J から和語複合サ

変動詞の自他状況に関する情報を抽出した。

2.2.2 調査方法

調査の結果は、以下のとおりになる。(表4)

表4 和語複合サ変動詞の自他状況

自他 語数 % 

{也 19 39.6 

自 28 58.3 

自他 2.1 

語計 48 100 

表 4を見ると、和語複合サ変動詞では、自動詞は最も多く(約 58%) を占め、他動

詞は約 40%を占め 自他両用動詞は、最も割合が少なく、約 2%を占めることが分か

った。

2. 3外来語サ変動詞の自他状況

2.3.1先行研究

外来語サ変動認の自他状況の先行研究は非常に少ない。 Mogi(2012)で、は、外来語サ

変動認の文法的振る舞いの調査・研究の必要性を述べた上で、ケーススタディの調査

を行った。ケーススタディの対象は「カットするJという外来語サ変動詞で、あり、

BCCWJ ~ひまわり J を用いて調査を行った。調査自的としては、 「カットするj の
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文法的な振る舞いにあたる自他性、格助詞との関係、ヴォイスなどと意味を調べ、外

来語サ変動詞において、文法的な振る舞いと意味の間には関係があるとしづ結論を出

した。

「カットするJの自他状況に関しては、本稿と同様のコーパスを使用しているが、

自他の判断が異なるので、結果も異なる。具体的には、 Mogiο012)では、実例におい

て、 「をj格が出ない場合も、その「をJ格が省略されていると判断し、その実例が

他動詞として数えられている。一方、本稿では、 「をj格が出ない実例は他動詞とし

て数えずられなく、未判断としている。

似た構造のj英語サ変動詞の自他状況について、張(2014:28)の研究がある。

張(2014:28)は「読売新聞J2000年度におけるこ字漢語動詞の自他の使用状況を調査

し、その結果は次のようになっている。他動詞は最も多く、 50%ぐらいを占め、自動

詞は 40%ぐらいを占める。自{也両用動詞は最も少なく、 6%ぐらいにすぎない

(張:2014:28)。加えて、張は、漢語の内部構造を詳しく分類し、漢語の内部構造から

漢語サ変動詞の自他を推測できるかという検討を行っているが 自他の比率状況がど

うしてこの数字になっているのかについては触れていない。

漢詩サ変動詞の自他研究において、自他両用サ変動詞に関する次の研究がある。影

山(1996)は、自他両用の漢語動認が他動詞を基にして他動詞から自動詞用法が派生す

ると述べている(影山 1996:202-204)。これに対して、金ο004)と小林(2004)は反例を

示している。金は、自動詞からも他動詞が発生するが、他動詞用法の派生に制限があ

ることについて述べている(金 2004:97)。また、小林は、自他両用の漢語動詞には、

自動詞用法を基本とするもの(自動詞用法が典型的で、あり、他動認用法は自動詞用法

から派生されるもの)と他動詞用法を基本とするもの(他動詞用法が典型的で、あり、

自動詞用法は他動詞用法から派生されるもの)があると述べている(小林 2004:183-

187)。

影山、金、小林は自他の発生について述べているが、その発生の結果が自・他・自

他商用の動詞の比率に影響するか、影響すれば、どれくらい影響するのかことについ

ては触れていなし、。そこで、本稿では、外来語サ変動詞の自他状況の比率の結果を出

した上で、今後の課題として、外来語においても漢語の制限が当てはまるかどうかと

その影響について調査を行い、詳しい考察する。

2. 3. 2外来語サ変動詞の自他状況

外来語サ変動認の自他状況を調べるために、 BCCWJ( r現代日本語書き言葉均衡
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外来語サ変動詞の自他の計量的分析(ピタン・マダリナ)

コーパスJ) Wひまわり』を用い、コーパス調査を行った。

調査方法として、まず BCCWJ Wひまわり』から外来語サ変動認を抽出し、次に、

抽出された各外来語サ変動認の自他状況を調べた。

外来語サ変動詞の研究資料は以下の段階を通して、作成した。

f全カタカナ十するJ!li7J詞を抽出しようとした際、結果量が多すぎ¥エラーが発生

したので、検索目的を細かく分割した。具体的には、検索iヨ的「カタカナ語十さ・

し・す・せj を「カタカナ一文字十さ・し・す・せj に分けて、外来語サ変動詞の実

例を抽出した。

次に、抽出した結果から研究対象外の語を削捺した。その中には、サ変動詞で、はな

いものと外来語サ変動詞ではないものがあった。 fカタカナートさ・し・す・せJで検

索したため、動詞で、はないものとしては「カタカナ語十さんj 、 「カタカナ認十さ

まj 、 「カタカナ言吾+さえJ fカタカナ言寄十しかJのようなものがあり、制徐した。

f~ さえJ と f------ しかj の場合、 f動名詞Jと「するj の開に挿入されている可能性

があるため、後に「するJがあるかどうかを確認した上で、削除した。外来語牟サ変動

認ではないものとしては、カタカナで記入されているのに、外来語ではなく、漢詩で

ある語があった。最も多かった実例は「ケンカするJと「ケガするj という語で、あっ

た。外来語の振る舞いを由来の言語との振る舞いを比較することを目的としているた

め、英語以外の由来の外来語と和製英語を研究対象外とし、削除した。

調査意図に合致しないものを削除した後の実例から、異なり諾の外来語サ変動詞の

リストを作成し、自他状況を調べる語のリストとした。しかし、一つの実例のみなら、

過った使い方の実例も可能であるので、信頼性のため、各語について実例が 5例以下

で、あった語をリストから削験した。残りの 407語を対象とする。

次に、外来語サ変動詞の 407語の自他状況を調査した。自他を判断するために、外

来語サ変動認を含んでいる各文(句点と句点の間)において、その外来語サ変動詞と

その格助詞関係を調べた。具体的には、自他判断については、 「ヲj格を取るか否か

で判断している。つまり、 「ガj 格のみを取れば自動詞(1)、 「ヲJ格を取れば他動

詞(2)で分類した。また、場所の「ヲj格と出発点の「ヲj 格を取った場合、自動詞

と判断した。 fニj 格と「トJ格をとった場合、自動詞σ)と判断した。 fはj は

「ガj格と fヲj格両方の置き換えになりうるので、実例に表れても、自他の判断に

使用しなかった。すべての f~むの実例を削除した。 f されるj 形を他動詞と判断し

た(敬語の「されるJを除外し(4)、 fニj格を取る言語読の「されるJ形を未半Ij持rrと

した) 0 rさせるJ形において、 fAが Bに CをさせるJ(5)は他動詞で、 fAが C

1
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をさせるJ(6)は自動詞と判断した。 f'"'-'てあるj形を他動詞と判断したσ)。自他を

判断できない用例を除外した (8)。

(1 ) ゲノレマがど之とZし、。 o 0 (太田忠弓『まぼろし曲馬団~ ) 

(2) そうした女性たちをウォッチングしてみましょう。

(緒方明『ミキハウス症候群~ ) 

(3) ホームページに之之主三する (放生勲『妊娠レッスン~ ) 

男とメールしている。 (Yahoo!知恵袋)

(4) 朝、ウォーキングされている方、よく見かけますが、。 o 0 (Yah∞!知恵袋)

(5) ベッカは早熟な息子が二歳になる前に、積み木を使ってアノレファベットをマ

三乏こさせており、 (ボニー・アンジエロ/山村宜子『ファーストマザーズ~ ) 

(6) 普通、相手の出方を見るときは、足元だけを見ていたりもするのだが、フィ

ーゴは身体をウェーピングさせながら棺手に向かつてし、く。

(η コーティングしであるものが多いんですが。。。

(水沼貴史『サッカー攻めのスーパーテクニック~ ) 

(8) もしその部分が熱や痛みを持っている場合はアイシングしてください。

(Yahoo!知恵袋)

外来語サ変動詞の自他状況を調べた結果は以下の表 5にまとめた。

表 5 外来語サ変動詞の自他状況

自イ也 語数 % 

{也 241 59.2 

自 73 17.9 

自{也 68 16.7 

未判断 25 6.l 

5苦言十 407 100 

表 5を見ると、外来語サ変動詞では、他動認が最も多いことが分かる。他動詞がお

よそ 60%を占め、自動詞(約 18%) 、自他両用の動詞(約 17%) の 3倍以上になる。

2.3.3外来語サ変動語、漢詩サ変動詞、和語複合サ変動詞の自他の比率

外来語サ変動詞、漢語サ変動言号、和語複合サ変動詞の自飽状況の結果を一つの表に
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外来語サ変動詞の自他の計量的分析(ピタン・マダリナ)

まとめると、以下のようになる。(表 6)

表6 外来語サ変動認、漢語サ変動詩、和語複合サ変動詞の自他の比率

他 自 自他

コ吋

詔

一

動

動
一
詔
一
変

変
一
動
一
サ

サ
一
変
一
合

語
一
サ
一
複

来
一
語
士
諸

外
一
漢
一
和

59.2% 

46% 

39.6% 

17.明令

45.7% 

58.3% 

問
一
肌
一
川

表 6を見ると、次の二つのことが読み取れる。まず、自動詞と他動詞の比率を見る

と、漢語サ変動詞 (46%) と和語複合サ変動詞 (39.6%) より、外来語サ変動詞

(59.2%)では、他動詞が多いことが確認できる。漢語サ変動誌では、自動詞と他動

認がおおよそ同じ割合を占め、和語複合サ変動認では、外来語サ変動詞と逆に、自動

詞が最も多いことが分かる。また、自他両用の動詞の場合には、漢語サ変動詞 (8.3%)

と和語複合サ変動詞 (2.1%)より、外来語サ変動詞の自他両用動認は比率が高く

(16.7%) 、自動詞の比率 (17.9%) とほぼ同様である。

外来語サ変動詞において、似た構造を持っている和語複合サ変動詞と漢語サ変動詞

より他動詞が多い原因としては、自動詞から他動詞への移動・変化が起こったことが

考えられる。そして、自他両用の塁手j詞が多いのは、その変化・移動は現在でも起こり

つつあるからと考えられる。自{也両用の動認においては漢語両用動詞の先行研究を分

析しながら、外来語サ変動詞にも同じ制限や条件が当てはまるかどうか検討が必要で

ある。
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